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１ 分倍河原駅周辺地区の区域 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

３

中密度住宅ゾーン

低密度住宅ゾーン

分倍河原駅

N

近隣商業ゾーン

中密度住宅ゾーン

中密度住宅ゾーン

至府中駅

至中河原駅

至西府駅

至府中本町駅

分倍河原駅周辺地区

市マスタープラン

～にぎわいと活力のあるまちづくり方針図～

区域面積：約２１．７ha
北側：旧甲州街道
東側：市道４－１３９号・かえで通り
南側：鎌倉街道
西側：分梅通り

300m



２ 地区の課題 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

４

地区の課題
１ 府中がい線や線路によって分断された地域特性
２ 駅北側の駅前空間の不足
３ バリアフリー基準を満たさない老朽化した南北こ線橋
４ 歩行者空間・自転車走行空間の改善

＋1.0m

-5.5m

商店街

分倍河原駅

駅前空間の
不足

高低差のある地形
歩行者空間
の改善

±０m（高さ）

+2.0m

老朽化した南北こ線橋

N

歩行者空間・
自転車空間の改善

30m



３ これまでの経緯及び事業計画の位置付け 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

５

まちの将来像
「にぎわいがつながり・ひろがる
歩行者中心の 人に優しい コンパクトなまち」

平成30年５月
令和６年12月修正

平成８年10月
平成30年10月

令和４年 基本協定締結

令和５・６年 基本設計

令和２年７月



南北自由通路

西側
溜まり空間

北側
溜まり空間

南側駅前広場

４ 整備方針 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

６

溜まり空間・広場

自由通路

ＪＲ駅舎

京王駅舎

にぎわい軸

N

生活軸

生活軸
北側溜まり空間
・駅とまちを快適につなぐ歩行者中心のにぎわいや集いの場
・緊急時には緊急車両の進入や一時的な避難場所として利用できる空間
西側溜まり空間
・前面道路が行き止まりのため、転回スペースを確保
南側駅前広場
・歩行者・車両の安全な通行空間を確保
・バス・タクシー・一般車・障害者の乗降などを考慮した配置
南北自由通路
・南北をつなぐ歩行者と自転車が共存できる動線
東西自由通路
・東西をつなぐ歩行者動線
駅舎改良
・溜まり空間や自由通路の整備に伴う駅舎の改良

にぎわい軸
・にぎわいの連続性
が確保されるよう、
買い物客等の歩行
者が快適に楽しめ、
来訪者にも分かり
やすい動線

・歩行者の安全に配
慮し、歩行者と自
転車が共存できる
動線

生活軸
・安全に利用できる
道路・通路

商店街

京王駅舎

ＪＲ駅舎

改札口

30m

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



７

バリアフリー動線

腰掛
植栽ます

京王駅舎

自転車動線

オープン
スペース

改札口

N

腰掛階段
植栽ます

歩行者動線

ＪＲ駅舎

±0m

+0.3m

+1.3m

+1.3m

+0.6m

+1.1m
太陽光
パネル付き
照明

案内サイン・
デジタルサイネージ

南北自由通路

商店街

EV

ESC

５ 平面計画 北側溜まり空間 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

10m

北側溜まり空間

ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター

（高さ）

バリアフリー動線
・バリアフリー基準を満たし
た通路を整備

腰掛階段植栽ます
・階段状の植栽帯とベンチを
整備

斜路付き階段
・階段に併設している斜路を
利用し、自転車を押しなが
ら通行

オープンスペース
・駅とまちを快適につなぐ歩
行者中心のにぎわいや集い
の場

・緊急時には緊急車両の進入
や一時的な避難場所として
利用できる空間

通路の屋根
・地震による影響を考慮し、
重量が軽く、伸縮性のある
膜構造を採用

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



５ 平面計画 西側溜まり空間 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

転回
スペース

10m

N

バリアフリー動線

歩行者動線

改札口

京王駅舎

京王駅舎

８

EV

ESC

ＪＲ駅舎

EV

西側
溜まり空間

北側
溜まり空間

西側溜まり空間
・地区北西側から東西自由通
路につながる空間を整備

転回スペース
・前面道路が行き止まりのた
め、転回スペースを整備

ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



９

５ 平面計画 南側駅前広場 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

案内サイン

京王駅舎

ＪＲ駅舎

路線バス
乗降場

タクシー
乗場

植栽

植栽

タクシー
待機場

路線バス待機場

一般車
乗降場

バス乗降場

障害者用
乗降場

南北
自由通路

自転車
駐車場

バリアフリー動線自転車動線 歩行者動線

N

南側駅前広場

30m

ESC

EV

北側
溜まり空間

斜路付き
階段

南側駅前広場
・路線バス・タクシー・一般
車・障害者用乗降場などを
整備ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター

※片町公園の改良については、
今後検討します。

片町公園

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



５ 平面計画 南北自由通路 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

10

南北
自由通路

北側
溜まり空間

南側駅前広場

京王駅舎

ＪＲ駅舎

バリアフリー動線自転車動線 歩行者動線

N

30m

EV

ESC

斜路付き
階段

歩行者用階段
・駅前広場の北側に通じる有
効幅員２ｍの階段を整備

北側溜まり空間との接続
・南北自由通路から駅改札口
までフラットに整備

エスカレーター
・幅１ｍのエスカレーターを
上りと下りの２基整備

エレベーター
・バリアフリー対応のエレ
ベーターを１基整備

斜路付き階段
・階段に併設している斜路を
利用し、自転車を押しなが
ら通行

南北自由通路
・道路とＪＲ南武線の上空を
通る南北自由通路は、有効
幅員５.５ｍとし、自転車を
押しながら通行

・通路の屋根は膜構造を採用
・既存の南北こ線橋は撤去

ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



５ 平面計画 東西自由通路 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

11

N

北側
溜まり空間

京王駅舎

ＪＲ駅舎

西側
溜まり空間

バリアフリー動線

歩行者動線

EV

ESC

ESC

EV

改札口

10m

ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター

東西自由通路
・京王線の上空を通る東西自
由通路は、有効幅員３.５ｍ
とし、自転車の通行は不可

・通路の屋根は膜構造を採用

エスカレーター
・幅６０cmのエスカレーター
を西側・東側にそれぞれ上
りと下りの２基整備

エレベーター
・バリアフリー対応のエレベ
ーターを西側・東側にそれ
ぞれ１基整備

北側溜まり空間との接続
・東西自由通路のエスカレー
ターから駅改札口までフ
ラットに整備

・エレベーターから駅改札口
までスロープを整備

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



５ 平面計画 駅舎改良 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

12

南北
自由通路

西側
溜まり空間

北側
溜まり空間

京王駅舎

改札口

EV

EV

臨時
改札口

旅客トイレ・
多機能トイレ

券売機

構内
こ線橋

構内
こ線橋

バリアフリー動線

既存構内
こ線橋

京王駅舎
構内こ線橋
・構内こ線橋を新たに整備
エスカレーター
・エスカレーターを上り
ホーム・下りホームにそ
れぞれ上りと下りの２基
整備

エレベーター
・バリアフリー対応のエレ
ベーターを上りホーム・
下りホームにそれぞれ
１基整備

トイレ
・旅客トイレ・多機能トイ
レを整備ＪＲ駅舎

構内こ線橋
・既存の構内こ線橋に加え、
臨時改札口を併設した構
内こ線橋を新たに整備

エレベーター
・バリアフリー対応のエレ
ベーターを上りホーム・
下りホームにそれぞれ１
基整備

トイレ
・旅客トイレ・多機能トイ
レを整備

ESC

EV

ＪＲ駅舎

歩行者動線

N

ESC

30m

EV

ＥＶ エレベーター

ＥＳＣ エスカレーター 旅客トイレ・
多機能トイレ

※計画は基本設計時点でのものであり、今後変更の可能性がございます



６ 市道４ー１４４号外１路線 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

13

分倍河原駅

N

整備幅員
全幅：6.5ｍ
カラー舗装帯：両側0.8ｍ

西側
溜まり空間

N

10m



７ 市道４ー１３９号外１路線 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

14

分倍河原駅

か
え
で

通
り

N

N

整備幅員
全幅：12.0ｍ
車道： 7.0ｍ
歩道： 2.5ｍ（両側）
自転車走行ナビマーク

30m



８ イメージパース 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

15

北側溜まり空間

西側溜まり空間

南側駅前広場

南北自由通路



８ イメージパース 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

16

東西自由通路

改札口

市道４ー１４４号外１路線

市道４ー１３９号外１路線



９ 全体工程・概算事業費 分倍河原駅周辺整備事業基本設計の概要

17

 

合　　計 ２６６．３億円

設計費等 １７．４億円
土地買収関連費 ４３．４億円
その他 ４．４億円

※基本設計段階における想定で、今後変更する場合があります。

２　概算事業費（基本設計完了時点）
項　　目 金　　額

建設工事費 ２０１．１億円

３
市道４－１３９号
他１路線

令和１５年度
（２０３３）

令和１６年度
（２０３４）

令和１７年度
（２０３５）

南北自由通路

東西自由通路

駅舎改良

２
市道４－１４４号
他１路線

令和１９年度
（２０３７）

１

駅周辺

駅南自転車駐車場

南側駅前広場
北側溜まり空間
西側溜まり空間

１　全体工程
　　　　　         年　度
項　目

令和７年度
（２０２５）

令和８年度
（２０２６）

令和９年度
（２０２７）

令和１０年度
（２０２８）

令和１１年度
（２０２９）

令和１２年度
（２０３０）

令和１３年度
（２０３１）

令和１４年度
（２０３２）

令和１８年度
（２０３６）

実施設計・用地取得

東西自由通路新設工事

新設・

既存解体工事

南北自由通路新設工事スロープ・一部階段解体工事 仮使用・残工事

駅構内仮設通路使用

工事ヤード・仮設通路・新設工事一部歩道改修工事

工事ヤード

分倍河原駅周辺整備工事 【令和１０年度～令和１８年度】

仮設通路・新設工事・既存解体工事

用地取得

新設・拡幅工事

修正設計

踏切設計

拡幅・踏切工事

用地取得

供用開始

供用開始

供用開始

供用開始

供用開始

供用開始

ステップ２
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